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『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

※ 血液内科は、水曜日は再診のみ※ 血液内科は、水曜日は再診のみ
※ 発達外来は、第１・第３火曜日となります。※ 発達外来は、第１・第３火曜日となります。
※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。
※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。
※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。
※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。
※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。
※ 嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。※ 嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。
※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。

※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。
※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。
※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。
※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。
※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診察、※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診察、
　 木曜日以外は整形外科医師の診察となります。　 木曜日以外は整形外科医師の診察となります。
※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。
※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

院長：院長：大熊　洋揮大熊　洋揮

午 後

月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
岩 間 拓 史
手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学
石 黒 　 陽
樋 口 直 樹

山 口 公 平
間 山 　 恒
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋

敦 賀 和 志
岡 本 　 剛

奥 瀬 　 諒
敦 賀 和 志
未熟児フォロー外来

慢性外来/心理検査
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
清 野 翔 太
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
田 中 龍 馬

検 査

横　山　美奈子
門ノ沢　結　花
國 井 基 思
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
内 視 鏡 外 来
竹 内 和 成
佐　藤　英太郎
中 村 吉 秀
浅 利 　 享
（倉　　令奈） （佐 藤 英太郎）

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

岩 間 拓 史
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

間 山 　 恒
山 口 公 平
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
杉 本 和 彦

佐 藤 　 工
野　村　由美子

赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋 村 則 人
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
田 中 龍 馬
對 馬 立 人
丹 藤 伴 江

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
浅 利 　 享
倉 　 令 奈
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

加 藤 　 武
岩 間 拓 史

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人

向 井 峻 太 向 井 峻 太 向 井 峻 太
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学
高 橋 一 徳
五十嵐　正　美

　 － 　
間 山 　 恒
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 啓
敦 賀 和 志

乳 幼 児 健 診
予 約 外 来

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二

　 － 　
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

國 井 基 思
丹 藤 伴 江
對 馬 立 人
手 術 / 検 査
手 術
手 術

竹 内 和 成
佐　藤　英太郎
荒 木 　 亮
浅 利 　 享 倉 　 令 奈

検 査
入 江 　 仁
三 村 真 祐

川口英夫（午後）
佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳
石 黒 　 陽
萩 原 将 吾

間 山 　 恒
山 口 公 平
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
藤 岡 彩 夏
杉 本 和 彦
神 経 外 来
慢 性 外 来
赤 坂 治 枝
須　藤　亜希子

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
清 野 祐 輔
小笠原　ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

田 中 龍 馬
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
三 橋 友 里
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
荒 木 　 亮
佐　藤　英太郎
中 村 吉 秀

藤田彩香/松田尚也
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
向 井 峻 太
　 － 　
相 原 智 之
樋 口 直 樹
萩 原 将 吾

高畑武功（隔週）

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

山 口 公 平
　 － 　
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
奥 瀬 　 諒
佐 藤 　 啓
神経外来（第 1・第 3）
慢 性 外 来
柴 田 　 滋
　 － 　

手 術 手 術 手 術 手 術 手 術
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘

阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋村則人/小笠原ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横　山　美奈子
門ノ沢　結　花

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
荒 木 　 亮
浅 利 　 享
（中 村 吉 秀）

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

川口英夫（午後）
佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

午 後
午 前

検 査

午 後

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

午 前
午 後

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
画 像 診 断
（ 午 前 ） 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎

辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合
松 山 　 寛

画 像 診 断
（ 午 後 ） 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎

辰　尾　小百合
松 橋 周 一
藤 田 大 真

辰　尾　小百合 辰　尾　小百合辰　尾　小百合 辰　尾　小百合
梅 村 芳 史 坂 下 仁 菜

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　明けましておめでとうございます。

　2024年の幕開けとなりました。2022年の4月に開院した当弘前総合医療センター

も満 2 歳となります。この間、コロナ禍に翻弄され救急医療が円滑に行えないこ

ともありました。また、いざ運営を開始すると想定通りにいかない状況や想定外

の問題が生じることも少なくはありませんでした。しかし、総体的には運営が滞

るほどの事態には遭遇せず 2 年間を無事に終えることができたと思います。これ

も職員一同の努力とともに地域の施設の皆様の多大なるご協力の賜と考えており

ます。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　3年目の今年は、さらなる病院機能の拡充を目指して以下のような変革に取り組むことになります。

　まず 4 月から始まる働き方改革に対しては、中核病院としての機能や住民への医療サービスを損な

わないことを前提に、業務の効率化、タスクシフト・タスクシェアの積極的導入、病院機能の充実を

図るための職員確保、院内システムの改革など様々な対策を講じているところです。

　タスクシェアの一つとしては、医師業務の一部を代行できる特定行為看護師の育成を開始します。

4 月から指定研修機関となり、自院のみならず地域医療機関の看護教育に貢献したいと考えています。

さらに看護部門に関して、定員増による 7 対 1 の看護体制も本格的に稼働します。より多くの患者さ

んを迎え入れ、住民へのサービスの増大を図れると期待しています。

　また当院の有する地域医療支援病院や臨床研修病院の役割を一層強化するために、今秋には病院機

能評価を受審することとしています。それを機にさらに充実し整備された機能を有する病院へ一回り

発展することを企図しています。

　開院 3 年目を迎える本年、当院が地域医療へのさらなる貢献を果たせますように、地域の施設の皆

様との密なる連携を維持していきたいと考えております。

　本年もご指導ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

藤 岡 彩 夏 岡 本 　 剛

杉　本　菜穂子
齋藤絢介/陳　豫特殊外来（予約） 女性専用外来

セカンドオピニオン



令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞令和５年度　ＱＣ活動　グループ優秀賞受賞

看護学校　教員看護学校　教員：三上　杏奈三上　杏奈

看護の誓い式看護の誓い式看護の誓い式看護の誓い式看護の誓い式看護の誓い式

防火訓練防火訓練防火訓練防火訓練防火訓練防火訓練

栄養管理室栄養管理室：中田　育美中田　育美

臨床研究部長 臨床研修管理委員長臨床研究部長 臨床研修管理委員長：石黒　陽石黒　陽

「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」「北東北国立病院医療研究会　第 22 回研究発表会」

東５階病棟　ＱＣ「Ｗe are hanasaka（はなさか）ナース」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市川莉沙、川元真澄、水木珠菜、工藤みや子）

　ＱＣ活動「挨拶運動」では病棟全体での挨拶が増え、

コミュニケーションを通して相手のことを思いやる、

気配りをする等、よりよい雰囲気作りを意識するよう

になりました。病棟看護師間だけではなく、他職種と

の連携も以前よりスムーズになったと思います。また、

看護学生に対しても積極的に挨拶や言葉がけをするよ

うになり、「実習が楽しかった」といった感想も頂いて

おります。今回取り組んだＱＣ活動が表彰され、驚き

とうれしさでいっぱいです。現在も、朝のミーティン

グ時に挨拶の標語を全員で復唱し、業務を開始してい

ます。今後は、病院全体に「挨拶の輪」が広がるような取り組みをしていきたいと思っています。

　グループ優秀賞おめでとうございます。一緒に頑張ろう！という気持ちが今回のＱＣ活動から感じ取れ

ました。（看護部長　鈴木）

　１年の暦のなかで“事始め”に適していると言わ

れている「天赦日」と「大安」が重なる日の１０月

１７日に、本校の講堂にて７１回生の『看護の誓い

式』を執り行いました。今年度の式典は、3 年ぶり

に全学年の上級生も参加することができ、来賓の皆

様を招待し多くの方々に見守られながら、ナイチン

ゲール像の看護の心のキャンドルから灯を受け取

り、看護の道を歩み続ける決意を新たにすることができました。

　学校長 大熊先生の式辞では『一つ一つの知識と経験を積み上げることが必要であり、そのためのたゆ

まぬ努力と研鑚を決して惜しんではいけない』とお言葉をいただきました。

　諦めずに立ち向かおうと励ましてくれるＤＲＥＡＭＳ ＣＯＭＥ ＴＲＵＥの「何度でも」を１学年で合

唱しました。この曲を選曲した理由である、

たくさんの人を勇気づけ、たくさんの人が

前を向けるようになるような看護をしたい

という思いを持ち続け、今日の、喜びや感

動を胸に刻み、一人一人が私の目指す看護

ができるように多くの知識と経験を積み重

ね、臨地実習で理想とする看護師と出会い

看護観を深めてほしいと願っています。

　2023 年 11月 10日、「北東北国立病院医療研究会　第 22回研究発表会」

が弘前総合医療センター大会議室と Web のハイブリッドで開催されまし

た。

　全体で 53 演題の応募があり、口演発表では Case share conference 

として　4 名の初期臨床研修医の先生方による症例発表が行われまし

た。本セッションの目的は救急症例を中心にお互いの経験を共有するこ

とであり、さらに各診療科間の連携、各専門分野における緊急性の高い症候 / 診断に関する知見を深める

場として特に重点化しているものです。指導された先生方の協力に感謝申し上げますと同時に、研修医の

先生方のますますの御活躍を期待してやみません。

　また在宅医療や、連携室、看護部、リハビリテーション部門、薬

剤部を含めた多職種間の情報共有の場として、また、日々の診療を

多角的に捉え、改善すべき点について議論する場としても重要であ

り、今後もより精力的に活動、継続して参る所存です。

 ご協力、ご理解の程よろしく御願いします。

　令和５年 10 月 16 日、弘前総合

医療センターにおいて消防訓練が

行われました。

　今回、出火場所が新棟２階の食

器洗浄室のため、病院栄養士と給

食委託職員が初期消火に参加しま

した。通報を受けてから各フロア

に配置してある消火器を火災現場

まで運び、消火器使用後に屋内消火栓での模擬消火を体験しました。屋内消火栓からホースを取り出して

訓練することが初めてのため緊張感がありましたが、実際に火災が発生した時の行動を確認することがで

きました。

　その他に避難誘導にも加わり、避難後には病院駐車場にて、弘前消防隊による負傷者の救急搬送や、は

しご車と消防車による放水訓練を見学しました。特に救急搬送については、ほぼ毎日のように当院に救急

車が来ていることから、関係機関との相互連携についても考える機会となりました。今後も積極的に訓練

に参加し、緊急時には的確な判断と行動ができるようスタッフ一同、取り組みたいと思います。
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生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。
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患者相談窓口

編集委員会より
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新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶

田 中 （ 午 後 ）

◆外来医師診療一覧表 (令和６年１月１日～)

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４
ＵＲＬ https://hirosaki.hosp.go.jp/

発行元

責任者：副院長　小田桐　弘　毅

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

※ 血液内科は、水曜日は再診のみ※ 血液内科は、水曜日は再診のみ
※ 発達外来は、第１・第３火曜日となります。※ 発達外来は、第１・第３火曜日となります。
※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。
※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。
※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。
※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。
※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。
※ 嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。※ 嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。
※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。

※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。
※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。
※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。
※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。
※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診察、※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診察、
　 木曜日以外は整形外科医師の診察となります。　 木曜日以外は整形外科医師の診察となります。
※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。
※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

院長：院長：大熊　洋揮大熊　洋揮

午 後

月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
岩 間 拓 史
手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学
石 黒 　 陽
樋 口 直 樹

山 口 公 平
間 山 　 恒
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋

敦 賀 和 志
岡 本 　 剛

奥 瀬 　 諒
敦 賀 和 志
未熟児フォロー外来

慢性外来/心理検査
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
清 野 翔 太
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
田 中 龍 馬

検 査

横　山　美奈子
門ノ沢　結　花
國 井 基 思
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
内 視 鏡 外 来
竹 内 和 成
佐　藤　英太郎
中 村 吉 秀
浅 利 　 享
（倉　　令奈） （佐 藤 英太郎）

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

岩 間 拓 史
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

間 山 　 恒
山 口 公 平
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
杉 本 和 彦

佐 藤 　 工
野　村　由美子

赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋 村 則 人
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
田 中 龍 馬
對 馬 立 人
丹 藤 伴 江

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
浅 利 　 享
倉 　 令 奈
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

加 藤 　 武
岩 間 拓 史

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人

向 井 峻 太 向 井 峻 太 向 井 峻 太
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学
高 橋 一 徳
五十嵐　正　美

　 － 　
間 山 　 恒
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 啓
敦 賀 和 志

乳 幼 児 健 診
予 約 外 来

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二

　 － 　
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

國 井 基 思
丹 藤 伴 江
對 馬 立 人
手 術 / 検 査
手 術
手 術

竹 内 和 成
佐　藤　英太郎
荒 木 　 亮
浅 利 　 享 倉 　 令 奈

検 査
入 江 　 仁
三 村 真 祐

川口英夫（午後）
佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
高 橋 一 徳
石 黒 　 陽
萩 原 将 吾

間 山 　 恒
山 口 公 平
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
藤 岡 彩 夏
杉 本 和 彦
神 経 外 来
慢 性 外 来
赤 坂 治 枝
須　藤　亜希子

對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅

横 井 克 憲
清 野 祐 輔
小笠原　ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

田 中 龍 馬
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
三 橋 友 里
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
荒 木 　 亮
佐　藤　英太郎
中 村 吉 秀

藤田彩香/松田尚也
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
向 井 峻 太
　 － 　
相 原 智 之
樋 口 直 樹
萩 原 将 吾

高畑武功（隔週）

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

山 口 公 平
　 － 　
綿 貫 　 裕
村 上 　 洋
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
奥 瀬 　 諒
佐 藤 　 啓
神経外来（第 1・第 3）
慢 性 外 来
柴 田 　 滋
　 － 　

手 術 手 術 手 術 手 術 手 術
對馬敬夫/畑中　亮
小田桐　弘　毅
鈴 木 貴 弘

阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓 阿 部 純 弓
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋村則人/小笠原ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横　山　美奈子
門ノ沢　結　花

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
荒 木 　 亮
浅 利 　 享
（中 村 吉 秀）

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

川口英夫（午後）
佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

午 後
午 前

検 査

午 後

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

午 前
午 後

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
画 像 診 断
（ 午 前 ） 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎

辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合
松 山 　 寛

画 像 診 断
（ 午 後 ） 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎 辰　尾　宗一郎

辰　尾　小百合
松 橋 周 一
藤 田 大 真

辰　尾　小百合 辰　尾　小百合辰　尾　小百合 辰　尾　小百合
梅 村 芳 史 坂 下 仁 菜

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　明けましておめでとうございます。

　2024年の幕開けとなりました。2022年の4月に開院した当弘前総合医療センター

も満 2 歳となります。この間、コロナ禍に翻弄され救急医療が円滑に行えないこ

ともありました。また、いざ運営を開始すると想定通りにいかない状況や想定外

の問題が生じることも少なくはありませんでした。しかし、総体的には運営が滞

るほどの事態には遭遇せず 2 年間を無事に終えることができたと思います。これ

も職員一同の努力とともに地域の施設の皆様の多大なるご協力の賜と考えており

ます。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　3年目の今年は、さらなる病院機能の拡充を目指して以下のような変革に取り組むことになります。

　まず 4 月から始まる働き方改革に対しては、中核病院としての機能や住民への医療サービスを損な

わないことを前提に、業務の効率化、タスクシフト・タスクシェアの積極的導入、病院機能の充実を

図るための職員確保、院内システムの改革など様々な対策を講じているところです。

　タスクシェアの一つとしては、医師業務の一部を代行できる特定行為看護師の育成を開始します。

4 月から指定研修機関となり、自院のみならず地域医療機関の看護教育に貢献したいと考えています。

さらに看護部門に関して、定員増による 7 対 1 の看護体制も本格的に稼働します。より多くの患者さ

んを迎え入れ、住民へのサービスの増大を図れると期待しています。

　また当院の有する地域医療支援病院や臨床研修病院の役割を一層強化するために、今秋には病院機

能評価を受審することとしています。それを機にさらに充実し整備された機能を有する病院へ一回り

発展することを企図しています。

　開院 3 年目を迎える本年、当院が地域医療へのさらなる貢献を果たせますように、地域の施設の皆

様との密なる連携を維持していきたいと考えております。

　本年もご指導ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

藤 岡 彩 夏 岡 本 　 剛

杉　本　菜穂子
齋藤絢介/陳　豫特殊外来（予約） 女性専用外来

セカンドオピニオン


